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長
崎
原
爆
資
料
館
収
蔵
資
料
の
保
存
と
活
用

―
実
務
家
の
立
場
か
ら

奥

野

正

太

郎

一

は
じ
め
に

長
崎
原
爆
資
料
館
は
、
一
九
九
六
年
に
開
館
し
た
博
物
館
類
似
施
設
で
あ

る
。
設
置
者
は
長
崎
市
、
設
置
根
拠
は
「
長
崎
原
爆
資
料
館
条
例
」
で
、
長

崎
市
の
公
の
施
設
と
し
て
二
〇
一
九
年
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て

い
る
。
歴
史
を
辿
る
と
、
一
九
四
九
年
、
爆
心
地
に
長
崎
市
原
爆
資
料
館
が

設
置
さ
れ
、
長
崎
国
際
文
化
都
市
建
設
法
の
も
と
で
整
備
さ
れ
た
長
崎
国
際

文
化
会
館
（
一
九
五
五
年
開
館
）
に
受
け
継
が
れ
、
現
在
に
至
る
。

一
方
、
長
崎
市
の
機
構
に
原
爆
資
料
館
が
存
在
す
る
。
原
爆
対
策
部
内
の

部
相
当
組
織
で
部
長
級
の
原
爆
資
料
館
長
の
も
と
、
平
和
推
進
課
と
被
爆
継

承
課
の
二
課
で
、
平
和
ア
ピ
ー
ル
の
推
進
や
原
子
爆
弾
に
よ
る
被
災
に
関
す

る
資
料
の
調
査
・
収
集
、
保
存
及
び
公
開
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

つ
ま
り
、
長
崎
市
に
は
「
長
崎
原
爆
資
料
館
」
と
い
う
博
物
館
類
似
施
設

と
、「
原
爆
資
料
館
」
と
い
う
長
崎
市
の
組
織
が
存
在
し
、「
長
崎
原
爆
資
料

館
」
の
展
示
は
、「
原
爆
資
料
館
」
の
平
和
推
進
課
と
被
爆
継
承
課
の
職
掌

の
一
部
と
い
う
関
係
性
で
あ
る
。
筆
者
は
、
原
爆
資
料
館
被
爆
継
承
課
で
勤

務
す
る
学
芸
員
で
あ
り
、
実
務
家
と
し
て
研
究
者
と
向
き
合
っ
て
い
る
。
そ

の
際
、
長
崎
原
爆
資
料
館
に
ど
の
よ
う
な
資
料
が
あ
る
か
、
ど
の
よ
う
な
手

法
で
資
料
の
調
査
を
行
う
か
、
知
ら
れ
て
い
な
い
と
感
じ
る
こ
と
も
少
な
く

な
い
。
本
稿
で
は
、
長
崎
原
爆
資
料
館
の
収
蔵
資
料
の
全
体
像
を
概
観
し
た

上
で
、
収
蔵
資
料
の
保
存
と
活
用
の
実
例
を
提
示
し
、
研
究
者
が
原
爆
資
料

を
調
査
さ
れ
る
際
の
一
助
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

二

長
崎
原
爆
資
料
館
収
蔵
資
料
の
全
体
像

長
崎
原
爆
資
料
館
で
は
二
〇
二
四
年
現
在
、
約
二
万
点
の
資
料
を
保
管
し

て
い
る
。
内
訳
は
現
物
資
料
一
万
一
千
点
、
記
録
資
料
四
千
点
、
美
術
品
一

千
点
、
写
真
資
料
四
千
点
で
あ
る
。
現
物
資
料
は
一
万
一
千
点
と
い
う
と
膨

大
に
感
じ
る
が
、
そ
の
う
ち
九
千
点
は
レ
ン
ガ
や
瓦
片
、
石
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
片
と
い
っ
た
瓦
礫
類
で
あ
り
、
当
時
の
市
民
が
使
用
し
て
い
た
生
活
用
具

や
遺
品
は
少
な
い
。
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長
崎
原
爆
資
料
館
で
は
、
原
則
と
し
て
年
一
回
、
新
規
寄
贈
品
展
を
開
催

し
、
前
年
に
寄
贈
さ
れ
た
資
料
を
全
て
展
示
し
て
い
る
。
行
政
が
非
公
開
情

報
と
し
て
扱
う
も
の
を
除
き
、
資
料
が
一
度
も
展
示
さ
れ
な
い
と
い
う
状
況

を
作
ら
な
い
仕
組
み
で
あ
る
が
、
資
料
の
「
死
蔵
」
批
判
は
往
々
に
し
て
受

け
る
。
特
に
、
原
爆
被
爆
死
さ
れ
た
方
々
の
個
人
に
関
す
る
情
報
及
び
そ
の

情
報
が
記
載
さ
れ
た
記
録
を
い
か
に
取
り
扱
う
か
、
研
究
者
と
実
務
家
で
見

解
が
分
か
れ
る
場
合
が
多
い
。
一
般
的
な
行
政
資
料
は
、「
長
崎
市
情
報
公

開
条
例
」
に
基
づ
き
情
報
開
示
が
行
わ
れ
適
切
な
公
開
が
行
わ
れ
る
。
一
方

「
長
崎
市
死
者
情
報
取
扱
規
則
」
は
死
者
情
報
の
適
正
な
取
扱
を
定
め
、
個

人
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
っ
て
い
る
。
最
た
る
例
は
原
爆
死
没
者
名
簿
で

あ
り
、
そ
の
内
容
は
筆
者
も
見
た
こ
と
が
な
い
。
原
爆
被
爆
死
さ
れ
た
方
々

の
個
人
に
関
す
る
情
報
及
び
そ
の
情
報
が
記
載
さ
れ
た
記
録
を
近
現
代
史
研

究
に
お
け
る
「
資
料
」
と
み
な
す
か
、
行
政
が
保
護
す
べ
き
「
死
者
情
報
」

と
み
な
す
か
実
務
と
研
究
の
間
の
議
論
は
平
行
線
を
辿
っ
て
い
る
。

さ
て
、
長
崎
原
爆
資
料
館
の
資
料
の
公
開
は
、
展
示
だ
け
で
な
く
、
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
「
長
崎
原
爆
資
料
館
収
蔵
品
検
索
」
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(2)

と
い
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
実
施
し
て
い
る
。「
長
崎
原
爆
資
料
館
収
蔵
品
検

索
」
で
は
、
二
〇
二
四
年
一
月
現
在
、
四
二
〇
〇
点
の
資
料
を
公
開
し
て
い

る
。
こ
れ
に
使
用
し
て
い
る
大
半
の
画
像
は
、
長
崎
原
爆
資
料
館
指
定
管
理

者
に
申
請
を
す
る
こ
と
で
研
究
等
で
の
利
用
が
可
能
で
あ
る
。

「
長
崎
原
爆
資
料
館
条
例
」
第
三
条
で
事
業
が
定
義
さ
れ
て
い
る
。「
長

崎
原
爆
資
料
館
（
以
下
「
資
料
館
」
と
い
う
）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
業
を
行

う
。（
一
）
被
爆
及
び
平
和
に
関
す
る
資
料(

以
下
単
に
「
資
料
」
と
い
う)

の

調
査
、
収
集
、
保
存
及
び
展
示
に
関
す
る
こ
と
。（
中
略
）（
三
）
平
和
を
推

進
す
る
た
め
の
調
査
及
び
研
究
に
関
す
る
こ
と
。（
後
略
）
」。
注
目
す
べ
き

は
条
例
に
規
定
さ
れ
た
事
業
に
「
平
和
を
推
進
す
る
た
め
の
調
査
研
究
」
は

規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
被
爆
に
関
す
る
資
料
に
は
、
調
査
、
収
集
、
保
存
及

び
展
示
が
規
定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
研
究
は
規
定
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
長
崎
原
爆
資
料
館
に
お
け
る
被
爆
資
料
の
研
究
は
、
他
の
事
業
（
展

示
や
保
存
な
ど
）
の
目
的
達
成
の
手
段
と
し
て
存
在
す
る
が
、
自
由
な
発
想

に
基
づ
く
研
究
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

三

米
国
国
立
公
文
書
館
資
料
収
集
事
業

前
項
で
概
観
し
た
長
崎
原
爆
資
料
館
の
資
料
の
う
ち
、
本
項
で
は
写
真
資

料
、
特
に
、
米
国
国
立
公
文
書
館
で
収
集
し
た
米
軍
が
撮
影
し
た
資
料
を
題

材
に
保
存
と
活
用
を
め
ぐ
る
状
況
を
紹
介
す
る
。

長
崎
市
の
米
国
国
立
公
文
書
館
で
の
資
料
収
集
に
つ
い
て
過
去
の
経
過
を

簡
単
に
示
す
。
長
崎
市
の
米
国
国
立
公
文
書
館
資
料
収
集
は
過
去
に
二
度
あ

る
。
初
回
は
、
一
九
七
三
年
に
米
国
陸
軍
病
理
学
研
究
所
所
蔵
写
真
が
返
還

さ
れ
た
こ
と
に
関
連
し
、
一
九
七
四
年
長
崎
市
と
広
島
市
の
代
表
者
が
ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
国
立
公
文
書
館
で
米
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
報
告
書
を
複
製
し

た
。
こ
の
成
果
は
、
被
爆
五
〇
周
年
事
業
と
し
て
『
米
国
戦
略
爆
撃
調
査
報

告
書

:

長
崎
被
爆
五
〇
周
年
記
念
』（
上
）（
下
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

二
度
目
は
、
二
〇
一
三
年
か
ら
二
〇
一
六
年
に
か
け
て
米
国
国
立
公
文
書
館

ア
ー
カ
イ
ブ
ス
Ⅱ
（
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
カ
レ
ッ
ジ
パ
ー
ク
）
で
主
に
写
真
資
料

を
対
象
と
し
て
実
施
し
た
。
こ
の
資
料
収
集
は
、
長
崎
原
爆
資
料
館
の
収
蔵

資
料
の
充
実
、
被
爆
七
〇
周
年
に
予
定
し
て
い
た
展
示
改
修
に
資
す
る
資
料

を
収
集
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
た
も
の
で
、
副
次
的
に
被
爆
者
が
持
つ

知
見
を
原
爆
資
料
館
学
芸
員
へ
伝
達
す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
。
筆
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者
は
、
二
〇
一
三
年
と
二
〇
一
四
年
（
公
財
）
長
崎
平
和
推
進
協
会
写
真
資

料
調
査
部
会
の
深
堀
好
敏
部
会
長
（
当
時
）
の
指
導
を
受
け
各
年
二
週
間
の

調
査
に
従
事
し
た
。
収
集
し
た
写
真
デ
ー
タ
は
三
〇
〇
〇
を
超
え
る
が
、
重

複
や
同
一
画
像
の
ト
リ
ミ
ン
グ
な
ど
も
含
む
。
調
査
の
詳
細
は
奥
野
正
太
郎

（
二
〇
一
八
）

を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
調
査
に
お
い
て
収
集
し
た
も
の
は
、

(3)

調
査
、
分
類
、
整
理
等
が
終
了
し
た
も
の
か
ら
順
次
「
長
崎
原
爆
資
料
館
収

蔵
品
検
索
」
に
お
い
て
公
開
し
て
い
る
。

資
料
を
紹
介
す
る
前
に
長
崎
原
爆
資
料
館
に
お
け
る
写
真
資
料
の
分
析
手

法
や
説
明
文
の
記
載
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。
長
崎
に
お
け
る
原
爆
被
爆
写

真
の
調
査
・
収
集
・
分
析
は
、
一
九
七
九
年
に
設
立
さ
れ
た
「
長
崎
の
被
爆

写
真
調
査
会
」（
現
在
（
公
財
）
長
崎
平
和
推
進
協
会
写
真
資
料
調
査
部
会
）
に

よ
り
基
礎
が
築
か
れ
た
。
米
国
国
立
公
文
書
館
で
ご
指
導
い
た
だ
い
た
深
堀

好
敏
さ
ん

は
「
長
崎
の
被
爆
写
真
調
査
会
」
の
設
立
当
初
か
ら
の
メ
ン
バ
ー

(4)

で
あ
る
。
設
立
当
時
、
深
堀
さ
ん
は
語
り
部
と
し
て
被
爆
体
験
講
話
を
し
て

い
た
が
、
講
話
を
聞
い
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
内
容
を
現
実
に
生
じ
た
こ
と

と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
た
た
め
、
被
爆
当
時
の
写
真

を
見
せ
、
原
爆
が
も
た
ら
し
た
惨
状
を
伝
え
た
い
と
の
思
い
で
、
写
真
の
収

集
調
査
を
始
め
た
と
話
さ
れ
て
い
た
。
い
ざ
実
際
に
写
真
を
集
め
て
も
、
写

真
に
映
る
場
面
を
当
時
日
常
的
に
見
て
い
た
は
ず
な
の
に
、
内
容
を
読
み
解

け
な
か
っ
た
た
め
、
試
行
錯
誤
の
上
で
写
真
資
料
の
読
み
解
き
方
を
編
み
出

し
、
体
系
化
し
た
。
大
ま
か
な
手
法
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
①
地
形
情
報

の
読
み
取
り
、
②
主
要
な
構
造
物
の
判
別
、
③
類
似
、
同
地
区
な
ど
の
写
真

と
の
対
比
、
④
文
献
情
報
等
と
の
比
較
で
あ
る
。
筆
者
の
実
感
と
し
て
は
特

に
①
と
②
が
大
き
な
ウ
ェ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
。
①
は
、
時
代
の
変
化
に
お

い
て
、
大
き
な
変
化
の
な
い
山
の
稜
線
（
稲
佐
山
、
岩
屋
山
、
金
比
羅
山
、
天

竺
山
）
を
照
合
す
る
こ
と
で
あ
る
。
川
の
流
路
（
形
状
）
は
参
考
に
は
な
る

が
、
戦
後
に
川
の
流
路
が
暗
渠
と
な
り
視
認
で
き
な
い
場
合
や
、
一
九
八
二

年
発
災
の
長
崎
大
水
害
以
後
に
急
速
に
護
岸
の
整
備
な
ど
が
進
ん
だ
た
め
、

現
代
と
の
対
比
が
難
し
い
場
合
が
あ
る
。
②
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
建

物
の
形
状
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
大
抵
の
建
物
の
外
壁
は
空
襲

を
避
け
る
た
め
の
迷
彩
が
施
さ
れ
て
お
り
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
学
校

建
築
は
似
通
っ
て
い
る
も
の
も
多
く
、
慣
れ
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
。
被

写
体
や
撮
影
者
の
位
置
な
ど
の
把
握
が
で
き
た
段
階
で
、
内
容
を
記
述
す
る

が
、
そ
の
際
は
、
写
真
自
体
を
手
前
、
中
央
、
奥
の
三
分
割
と
、
左
・
中
央
・

右
の
三
分
割
の
、
計
九
分
割
に
し
、
左
手
前
か
ら
右
奥
に
向
か
っ
て
記
述
す

る
。
長
崎
原
爆
資
料
館
の
写
真
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
原
型
は
二
〇
〇
一
～

二
〇
〇
三
年
度
に
制
作
さ
れ
た
が
、
こ
の
時
も
深
堀
さ
ん
に
写
真
説
明
の
文

章
を
制
作
、
監
修
い
た
だ
い
て
お
り
、
そ
れ
が
現
在
ま
で
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
が
原
爆
資
料
館
に
着
任
し
た
二
〇
〇
八
年
時
点
で

深
堀
さ
ん
は
好
々
爺
然
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
相
当
な

葛
藤
や
苦
労
が
あ
っ
た
と
い
う
。
米
国
国
立
公
文
書
館
資
料
調
査
の
際
、
滞

在
し
て
い
た
ホ
テ
ル
の
深
堀
さ
ん
の
部
屋
で
、
近
く
の
ス
ー
パ
ー
で
買
っ
た

惣
菜
と
ビ
ー
ル
を
、
同
行
の
メ
デ
ィ
ア
と
と
も
に
囲
ん
で
い
た
と
き
は
、
思

い
出
話
に
花
が
咲
い
た
。
筆
者
の
特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
深
堀
さ
ん
の

現
役
時
代
（
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
病
院
の
事
務
長
の
こ
ろ
）
に
院
長
で
あ
っ
た
秋

月
辰
一
郎
と
の
公
私
に
わ
た
る
数
々
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。そ
の
中
で
も
、

「
深
堀
君
、
写
真
に
集
中
し
、
真
ん
中
を
歩
め
」
と
助
言
さ
れ
た
こ
と
を
熱

く
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
印
象
深
い
。
深
堀
さ
ん
は
、
被
爆
体
験
講
話
の

語
り
部
を
や
め
、
写
真
一
筋
に
打
ち
込
ま
れ
た
。
幅
広
い
知
見
を
も
ち
、
人

望
を
備
え
、
左
右
様
々
な
立
場
の
平
和
運
動
家
か
ら
会
合
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
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加
す
る
よ
う
声
が
か
か
っ
た
が
、
ど
の
運
動
に
も
傾
倒
せ
ず
、
か
と
い
っ
て

来
る
も
の
を
拒
ま
ず
、
分
け
隔
て
な
く
多
く
の
方
々
に
写
真
に
関
す
る
知
見

を
提
供
さ
れ
た
。
時
に
は
、
深
堀
さ
ん
は
役
所
寄
り
だ
と
の
批
判
を
受
け
た

と
い
う
。
そ
れ
で
も
、
深
堀
さ
ん
は
そ
の
生
き
方
に
誇
り
を
持
っ
て
お
ら
れ

た
。
小
異
を
捨
て
て
大
同
に
つ
く
こ
と
を
説
い
た
秋
月
辰
一
郎
の
言
葉
が
人

生
を
歩
む
助
け
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
姿
勢
は
、
筆
者
の
実

務
家
と
し
て
の
あ
り
か
た
に
も
大
い
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

話
は
逸
れ
た
が
、
原
爆
被
爆
記
録
写
真
の
調
査
分
析
に
つ
い
て
、
米
国
国

立
公
文
書
館
で
収
集
し
た
資
料
を
例
に
、
着
眼
点
や
分
析
内
容
、
そ
こ
か
ら

読
み
取
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
紹
介
す
る
。

図
１
は
裏
に
記
載
さ
れ
た
文
字
情
報
に
一
九
四
五
年
九
月
二
九
日
撮
影
と

さ
れ
る
写
真
で
、
撮
影
者
はFall

、
所
蔵
元
はU

S
A

rm
y

Signal
Corps

と

記
録
さ
れ
て
い
る
。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
原
爆
被
爆
に
よ
る
火
傷
で
頭
部

を
包
帯
で
覆
っ
て
い
る
三
歳
の
日
本
人
女
児
が
、
家
の
焼
け
跡
で
遊
ん
で
い

る
と
い
う
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
手
前
か
ら
中
央
に
か
け
て
相
当
な
瓦

礫
が
あ
る
が
、
目
立
っ
た
構
造
物
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
奥
に
見
え
る
山
の

稜
線
は
大
久
保
山
や
八
郎
岳
と
い
っ
た
長
崎
市
内
で
も
比
較
的
南
部
方
面
の

山
の
稜
線
が
見
て
取
れ
る
。
見
え
る
山
の
稜
線
・
角
度
、
映
り
込
ん
で
い
な

い
工
場
な
ど
を
考
え
る
と
、
こ
の
写
真
が
当
時
の
地
名
で
福
富
四
丁
目
か
ら

南
側
を
見
て
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
写
真
を
見
た

時
、
深
堀
さ
ん
が
「
原
爆
孤
児
や
ろ
う
か
」
と
し
み
じ
み
と
話
し
て
お
ら
れ

た
の
が
印
象
に
残
っ
た
。

調
査
が
進
展
し
た
の
は
、
資
料
収
集
に
お
い
て
関
連
し
た
動
画
が
見
つ
か

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
動
画
に
は
カ
チ
ン
コ
（
ク
ラ
ッ
パ
ー
ボ
ー
ド
）
が
映
り
、

そ
こ
に
は
「FELD

M
A

N
9-28

N
A

G
A

SA
K

IRO
LL-2

」
と
さ
れ
て
い
る
。

図１ 米国国立公文書館蔵写真 頭部に包帯を巻いた少女
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日
付
が
一
日
異
な
り
、
撮
影
者
も
異
な
る
が
、
同
じ
少
女
が
被
写
体
で
あ
る
。

動
画
の
後
半
部
で
少
女
は
成
人
と
み
ら
れ
る
女
性
二
人
に
両
手
を
引
か
れ
て

画
角
の
外
に
向
け
て
歩
い
て
い
る
（
図
２
）
。
こ
の
動
画
を
見
た
深
堀
さ
ん

は
、
孤
児
で
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
安
心
し
た
と
話
し
て
い
た
。
被
爆

後
、
多
く
の
孤
児
を
見
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
境
遇
を
思
い
遣
る
と
、
七

〇
年
近
く
前
の
こ
と
で
あ
っ
て
も
感
情
が
込
み
上
げ
て
く
る
様
子
を
見
て
、

文
字
で
は
学
べ
な
い
も
の
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
と
感
じ
て
い
る
。

図２ 米国国立公文書館蔵映像より頭部に包帯を巻いた少女

こ
の
少
女
の
写
真
の
説
明
が
共
に
正
し
け
れ
ば
、
米
軍
は
こ
の
少
女
に
注

目
し
、
日
を
改
め
て
撮
影
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
何
ら
か
の
目
的
を
持
っ

て
い
た
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
。

図
３
は
、
一
九
四
五
年
九
月
一
五
日
に
米
軍
の
病
院
船

H
aven

号
の
乗

組
員
が
撮
影
し
た
画
像
で
あ
る
。
中
央
に
は
、
稲
佐
橋
、
そ
の
奥
に
稲
佐
国

民
学
校
が
見
え
る
。
奥
に
見
え
る
山
の
稜
線
は
稲
佐
山
で
あ
る
。
被
写
体
の

図３ 米国国立公文書館蔵写真 長崎市幸町５丁目付近
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位
置
関
係
か
ら
幸
町
五
丁
目
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
付
近
か
ら
撮
影
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
（
図
４
参
照
。
枠
線
は
筆
者
に
よ
る
）
。
そ
し
て
、
右
側
は

少
女
が
撮
影
さ
れ
た
福
富
四
丁
目
な
ど
の
瓦
礫
で
あ
る
。

図４ 長崎市長崎国際文化会館『原爆被災復元調査事業報告書』昭和45-49年度（1975）

図５ 米国国立公文書館蔵写真

進駐軍の物資置場

図６ 米国国立公文書館蔵写真

進駐軍の物資置場
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図
５
と
図
６
は
一
九
四
五
年
一
一
月
一
七
日
に
海
兵
隊
の
隊
員
が
撮
影
し

た
も
の
で
「D

ivision
supply

dum
p

at
north

end
of

N
agasaki

」
と
い
う

表
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
が
付
さ
れ
て
い
る
。
撮
影
地
を
長
崎
の
北
端
と
記
録
し
た

の
は
重
要
で
あ
る
。
当
時
の
長
崎
市
域
の
北
端
は
撮
影
地
か
ら
北
に
約
五
キ

ロ
離
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
当
時
の
行
政
区
域
で
は
な
い
長
崎
が
米
軍
の
キ

ャ
プ
シ
ョ
ン
か
ら
読
み
取
れ
る
。
こ
の
写
真
が
撮
影
さ
れ
た
の
は
一
九
四
五

年
一
一
月
一
七
日
で
あ
り
、
米
軍
兵
士
は
長
く
て
も
二
か
月
弱
し
か
滞
在
し

て
い
な
い
。
そ
の
中
で
行
政
区
域
で
な
い
も
の
を
認
識
し
た
と
は
考
え
が
た

く
、
む
し
ろ
地
元
の
ガ
イ
ド
が
案
内
し
て
い
た
と
考
え
る
ほ
う
が
妥
当
で
あ

る

。
仮
説
の
域
は
出
な
い
が
、
旧
長
崎
市
、
つ
ま
り
江
戸
時
代
以
来
の
長

(5)
崎
の
出
身
者
が
ガ
イ
ド
し
て
い
た
と
す
れ
ば
合
点
が
い
く
。
現
代
に
お
い
て

も
、
浦
上
山
里
村
の
範
囲
は
長
崎
で
は
な
く
、
原
爆
被
爆
も
浦
上
の
出
来
事

で
あ
り
、
長
崎
の
人
か
ら
す
れ
ば
詳
し
く
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
同
じ
被
爆

者
間
で
あ
っ
て
も
生
じ
て
い
る
が
、
同
様
の
事
柄
が
進
駐
当
時
も
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
長
崎
―
浦
上
間
の
意
識
の
差
を
殊
更
浮
き
彫
り
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
写
真
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
そ
れ
を
考
え
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。

図
５
と
図
６
は
ほ
ぼ
同
一
の
位
置
で
い
わ
ば
パ
ノ
ラ
マ
で
撮
影
さ
れ
た
と

推
定
で
き
る
。
ち
ょ
う
ど
、
図
５
の
左
端
の
煙
突
と
図
６
の
右
端
の
煙
突
を

重
ね
る
と
よ
く
わ
か
る
。
写
真
の
細
部
を
確
認
す
る
と
、
図
５
の
背
後
に
あ

る
山
の
稜
線
は
岩
屋
山
を
示
し
、
図
６
の
左
側
に
見
え
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
の
建
物
や
橋
に
着
目
す
る
と
、
図
３
で
見
た
も
の
と
同
じ
稲
佐
国
民
学

校
と
稲
佐
橋
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
被
写
体
の
位
置
関
係
か
ら
、
図
５
と

図
６
は
図
３
よ
り
撮
影
位
置
が
や
や
北
方
向
に
移
り
、
画
角
も
よ
り
北
よ
り

に
撮
影
さ
れ
て
い
る
。
図
３
と
図
５
図
６
を
対
比
す
る
と
一
九
四
五
年
九
月

か
ら
一
一
月
に
か
け
て
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
い
っ
た
地
域
の
様
子
が
見
て

取
れ
る
。
こ
の
地
区
に
つ
い
て
『
長
崎
原
爆
戦
災
誌
』
は
「
九
月
中
旬
、
長

崎
に
進
駐
し
た
占
領
軍
は
、
こ
の
地
域
を
接
収
し
て
、
資
材
、
車
両
、
燃
料

な
ど
の
集
積
場
と
し
た
。
こ
の
地
域
に
住
み
つ
い
て
い
た
住
民
は
、
原
爆
に

次
い
で
再
び
追
い
立
て
ら
れ
て
、一
帯
に
は
有
刺
鉄
線
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
、

立
入
禁
止
と
な
り
、
各
所
に
銃
を
持
っ
た
歩
哨
が
立
っ
て
い
た
。
接
収
は
一

年
半
続
い
た
。
接
収
が
解
除
さ
れ
、
町
民
が
自
分
の
土
地
に
復
帰
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
二
十
二
年
二
月
か
ら
で
あ
っ
た
。」

と
の
記
述

(6)

が
あ
る
。
図
１
、
図
３
、
図
５
・
６
の
一
連
の
写
真
は
文
献
の
記
述
と
相
俟

っ
て
、
原
爆
被
爆
、
敗
戦
、
占
領
を
経
て
、
家
を
失
い
、
地
域
か
ら
追
わ
れ

て
い
っ
た
人
々
の
存
在
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
強
力
な
資
料
と
な
る
。
こ
の
資

料
調
査
の
発
端
と
な
っ
た
図
１
の
少
女
は
、被
爆
に
よ
り
頭
部
に
傷
を
負
い
、

一
か
月
経
っ
て
も
包
帯
が
取
れ
な
い
／
取
り
た
く
な
い
状
態
に
あ
り
、
そ
れ

を
進
駐
軍
は
何
ら
か
の
意
図
を
持
っ
て
撮
影
し
た
。
被
爆
に
よ
る
被
害
、
も

し
く
は
進
駐
軍
の
物
資
置
場
の
存
在
に
よ
り
家
を
追
わ
れ
、
地
域
か
ら
転
出

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
現
代
で
は
こ
の
少
女
を
知

る
証
言
は
未
だ
現
れ
て
お
ら
ず
、
名
前
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

四

写
真
か
ら
み
る
被
爆
前
の
長
崎
の
都
市
像

筆
者
は
、
長
崎
総
合
科
学
大
学
長
崎
平
和
文
化
研
究
所
の
上
薗
恒
太
郎
先

生
の
取
り
計
ら
い
に
よ
り
、
客
員
研
究
員
と
し
て
「
原
爆
被
爆
前
の
長
崎
市

写
真
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
通
じ
た
被
爆
の
「
継
承
」
に
関
す
る
研

究
」
を
テ
ー
マ
に
被
爆
前
の
写
真
の
調
査
を
行
な
っ
て
い
る

。
本
題
と
関

(7)

連
す
る
分
野
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
成
果
の
一
部
を
紹
介
す
る
。
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戦
前
の
長
崎
に
お
け
る
写
真
撮
影
の
状
況
に
つ
い
て
は
、「
長
崎
市
が
要

塞
都
市
に
指
定
さ
れ
る
と
、
市
域
全
域
を
撮
影
し
た
写
真
は
ほ
と
ん
ど
見
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
」

と
の
指
摘
が
あ
る
と
お
り
、
俯
瞰
写
真
は
か

(8)

な
り
数
が
限
ら
れ
て
い
る
。
被
爆
前
の
長
崎
に
お
け
る
写
真
撮
影
は
、
要
塞

地
帯
法
に
よ
る
制
約
を
受
け
て
い
た
が
、
昭
和
一
六
年
版
『
長
崎
商
工
人
名

録
』
に
は
写
真
を
業
と
す
る
も
の
が
、
響
写
真
館
の
井
手
傳
次
郎
を
筆
頭
に

四
〇
名
記
載
さ
れ
て
お
り
、
市
民
に
と
っ
て
写
真
を
撮
影
す
る
こ
と
自
体
は

そ
う
縁
遠
い
も
の
で
は
な
い
と
見
て
い
る
。

遠
藤
芳
信
は
「
要
塞
は
、
平
時
に
お
い
て
も
戦
時
と
戦
場
化
を
積
極
的
に

想
定
・
認
識
し
た
陸
軍
の
造
営
物
で
あ
り
、
そ
れ
に
か
か
わ
る
地
域
自
体
と

住
民
生
活
は
厳
格
な
重
圧
的
な
管
理
統
制
と
治
安
体
制
の
な
か
で
営
ま
れ
て

い
た
」

、
と
要
塞
と
住
民
生
活
の
関
係
性
を
述
べ
た
。
長
崎
に
お
け
る
被

(9)

爆
前
の
写
真
撮
影
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
で
、「
厳
格
な
重
圧
的
な
管

理
統
制
と
治
安
体
制
」
が
実
態
と
し
て
ど
う
で
あ
っ
た
か
論
じ
た
い
。

本
研
究
の
対
象
と
す
る
資
料
は
、
写
真
家
・
小
川
虎
彦
が
遺
し
た
写
真
群

で
あ
る
。
小
川
は
一
八
九
〇
年
、
東
京
築
地
に
生
ま
れ
、
一
八
九
九
年
に
長

崎
に
転
居
、
以
後
、
勝
山
高
等
小
学
校
、
長
崎
中
学
校
を
経
て
、
代
用
教
員

を
経
て
、
日
本
郵
船
の
汽
船
乗
組
事
務
員
と
な
る
。
そ
の
後
、
入
隊
（
大
村
）

の
の
ち
、
一
九
二
二
年
小
西
写
真
専
門
学
校
に
入
学
、
一
九
二
六
年
に
卒
業

後
、
江
木
写
真
館
を
経
て
、
長
崎
に
戻
り
、
桜
町
一
八
番
（
旧
長
崎
市
役
所

道
向
か
い
）
に
小
川
写
真
館
を
開
業
し
た
。
小
川
は
原
爆
被
爆
後
、
被
災
状

況
の
記
録
写
真
を
撮
影
し
た
。
一
九
五
六
年
に
道
路
拡
幅
に
伴
い
写
真
館
を

閉
館
、
一
九
六
〇
年
、
六
九
歳
で
亡
く
な
っ
た
。

小
川
が
撮
影
し
た
原
爆
被
爆
写
真
は
、
長
崎
県
警
察
部
の
記
録
と
し
て
活

用
さ
れ
、長
崎
原
爆
資
料
館
に
お
い
て
も
一
部
の
写
真
が
展
示
さ
れ
る
な
ど
、

長
崎
の
原
爆
被
害
を
伝
え
た
代
表
的
写
真
家
で
あ
る
が
、
小
川
が
戦
前
撮
影

さ
れ
た
写
真
は
遺
族
宅
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
多

い
。小

川
虎
彦
撮
影
写
真
の
大
半
は
、
要
塞
司
令
部
の
検
閲
印
が
押
印
さ
れ
、

プ
リ
ン
ト
自
体
を
加
工
し
て
い
る
。
加
工
は
小
川
自
身
が
行
っ
た
。
小
川
の

次
女
に
よ
る
と
、
加
工
さ
れ
た
プ
リ
ン
ト
を
持
た
さ
れ
、
一
人
で
要
塞
司
令

部
に
行
き
、
押
印
を
受
け
て
持
っ
て
帰
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
小
川
が
原

板
を
加
工
し
、
プ
リ
ン
ト
し
依
頼
者
へ
渡
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

被
爆
前
の
写
真
の
分
析
は
、
原
爆
被
災
に
関
す
る
記
述
を
読
み
解
く
う
え

で
助
け
に
な
る
と
考
え
一
部
を
紹
介
す
る
。

図７ 小川虎彦撮影 三菱球場
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図
７
は
浜
口
町
三
菱
球
場
で
行
わ
れ
た
ラ
グ
ビ
ー
の
試
合
の
状
況
を
撮
影

し
た
も
の
で
あ
る
。
裏
に
は
「
検
閲
済

４
．
４
．
２
９

長
崎
要
塞
司
令

部
」
と
丸
印
で
押
印
さ
れ
て
い
る
。
プ
リ
ン
ト
に
は
切
り
込
み
が
入
れ
ら
れ

て
い
る
が
、
こ
の
部
分
は
山
の
稜
線
の
部
分
で
あ
る
。
要
塞
地
帯
法
第
七
条

で
「
何
人
ト
雖
要
塞
司
令
官
ノ
許
可
ヲ
得
ル
ニ
非
サ
レ
ハ
要
塞
地
帯
内
水
陸

ノ
形
状
ヲ
測
量
、
撮
影
、
模
写
、
録
取
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
と
い
う
条
項
が

あ
る
が
、
小
川
の
写
真
か
ら
、
要
塞
地
帯
内
の
水
陸
の
形
状
の
う
ち
防
御
に

必
要
な
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
部
分
を
削
除
す
る
こ
と
で
、
要
塞
司
令
官
の

許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

図８ 山端庸介撮影とみられる写真

長崎原爆資料館蔵

（髙畑陽子氏寄贈 2-02-00-00-0003）

図
７
の
被
写
体
と
な
っ
た
浜
口
町
の
三
菱
球
場
の
付
近
の
被
爆
直
後
の
写

真
が
、
図
８
で
あ
る
。
図
８
は
二
〇
二
四
年
六
月
九
日
付
、
読
売
新
聞
で
新

た
に
確
認
さ
れ
た
山
端
庸
介
の
写
真
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
写
真
で
あ
る
。
中

央
に
浜
口
町
の
三
菱
球
場
の
ス
タ
ン
ド
が
見
え
、
そ
の
右
に
は
防
火
壁
も
見

え
る
。
こ
の
防
火
壁
は
中
野
和
典
（
二
〇
二
二
）

に
て
詳
細
が
示
さ
れ
て
い

(10)

る
、
林
京
子
『
友
よ
』
の
記
述
に
お
け
る
、「
中
田
」
の
「
う
ち
が
燃
え
て
る
」

と
発
言
し
た
際
に
見
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
写
真
を
思
い
出
さ
せ
る
。「
中
田
」

が
見
た
と
考
え
ら
れ
る
写
真
は
図
８
よ
り
や
や
南
で
撮
影
さ
れ
た
も
の
と
推

定
さ
れ
て
い
る
が
、
図
７
・
図
８
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
背
後
に
あ
っ

た
生
活
風
景
を
想
像
す
る
よ
す
が
と
な
り
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
山

端
庸
介
の
写
真
は
、
被
爆
す
る
そ
の
瞬
間
ま
で
存
在
し
た
生
活
を
感
じ
取
れ

な
い
ほ
ど
の
原
爆
の
徹
底
的
な
破
壊
力
を
見
せ
つ
け
て
い
る
が
、
小
川
が
撮

影
し
た
写
真
の
よ
う
に
被
爆
前
の
姿
を
垣
間
見
る
こ
と
で
、
原
爆
被
災
の
破

壊
力
を
よ
り
一
層
深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
中
野
が
示
し
た
よ
う
に

原
爆
文
学
の
読
み
解
き
に
お
い
て
、
表
現
の
細
部
に
宿
る
背
景
を
把
握
す
る

上
で
、
写
真
が
助
け
に
な
る
場
合
も
あ
る
。
被
爆
前
、
被
爆
後
の
写
真
の
調

査
研
究
が
原
爆
文
学
研
究
に
貢
献
で
き
る
部
分
も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
て
、
小
川
が
撮
影
し
た
他
の
写
真
に
も
、
被
爆
前
の
市
民
生
活
の
一
端

を
垣
間
見
せ
る
も
の
が
あ
る
。
紙
幅
の
関
係
上
紹
介
で
き
な
い
が
、
昭
和
一

二
年
六
月
二
八
日
検
閲
の
長
崎
港
に
お
け
る
ペ
ー
ロ
ン
、
昭
和
一
三
年
七
月

二
七
日
検
閲
の
福
田
村
大
浦
海
岸
で
の
海
水
浴
の
記
念
写
真
、
昭
和
一
四
年

一
〇
月
二
三
日
検
閲
の
稲
佐
小
学
校
内
で
の
野
球
の
試
合
の
様
子
、
昭
和
一

五
年
一
〇
月
一
〇
日
検
閲
の
長
崎
く
ん
ち
に
お
け
る
勝
山
町
の
傘
鉾
を
中
心

と
し
た
集
合
写
真
な
ど
、
当
時
の
市
民
生
活
に
お
い
て
写
真
が
身
近
な
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
が
存
在
す
る
。
内
容
を
み
て
も
、
市
民
生



31

活
に
は
そ
れ
な
り
に
彩
り
あ
る
行
事
が
営
ま
れ
、
要
塞
地
帯
法
に
抵
触
し
な

い
や
り
方
で
写
真
を
残
し
思
い
出
を
楽
し
む
市
民
の
姿
が
想
像
さ
れ
る
。
も

ち
ろ
ん
、
遠
藤
が
指
摘
し
た
と
お
り
統
制
は
存
在
し
て
い
る
が
、「
厳
格
な

重
圧
的
な
管
理
統
制
」
と
い
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
の
か
、
今
後
、
実
態
的
に
さ

ら
に
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。
こ
の
こ
と
を
通
じ
、
原
爆
被
爆
前
の
市
民

生
活
の
一
端
を
あ
き
ら
か
に
し
、
も
っ
て
原
爆
被
爆
が
奪
い
去
っ
た
も
の
を

よ
り
現
実
に
即
し
具
体
的
に
提
示
す
る
試
み
に
繋
げ
た
い
。

五

旧
城
山
国
民
学
校
の
展
示
を
め
ぐ
っ
て
（
試
論
）

再
び
、
筆
者
の
実
務
家
と
し
て
の
面
か
ら
、
旧
城
山
国
民
学
校
校
舎
の
展

示
改
修
を
題
材
と
し
て
、
資
料
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て
論
を
深
め
た
い
。

図９ 旧城山国民学校校舎

長
崎
市
立
城
山
小
学
校
（
長
崎
市
城
山
町
二
三
―
一
）
の
敷
地
内
に
国
指

定
史
跡
長
崎
原
爆
遺
跡
を
構
成
す
る
旧
城
山
国
民
学
校
校
舎
が
存
在
す
る
。

城
山
小
学
校
は
一
九
二
三
年
開
校
、
現
存
し
て
い
る
校
舎
は
一
九
三
七
年

に
竣
工
し
た
部
分
で
あ
る
。
爆
心
地
に
最
も
近
い
国
民
学
校
で
あ
り
、
被
爆

校
舎
を
擁
し
、
長
崎
原
爆
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
場
所
の
一
つ
で
あ
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。『
長
崎
原
爆
戦
災
誌
』
に
よ
る
と
「
原
爆
の
と

き
、
学
校
に
は
、
本
館
一
階
の
校
長
室
な
ど
に
清
水
佐
生
校
長
以
下
職
員
二

九
人
、
そ
の
子
ど
も
一
人
、
庁
務
員
三
人
、
計
三
三
人
が
い
た
。
こ
の
う
ち

助
か
っ
た
の
は
、
荒
川
秀
男
教
頭
ら
四
人
（
う
ち
子
ど
も
一
人
）
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
は
三
菱
兵
器
製
作
所
の
給
与
課
が
疎
開
し
、
二
、
三
階
を
使
用
し
て

い
た
。
こ
の
日
の
出
勤
者
は
、
長
崎
経
済
専
門
学
校
、
県
立
長
崎
高
等
女
学

校
、
市
立
商
業
学
校
、
女
子
商
業
学
校
、
瓊
浦
高
等
女
学
校
の
動
員
学
徒
四

四
人
を
含
む
約
一
二
〇
人
で
、
一
部
の
者
は
交
替
で
校
庭
の
端
に
あ
る
防
空

壕
の
補
強
作
業
を
し
て
い
た
。
被
災
の
状
況
は
、
三
階
（
六
教
室
使
用
）
の

六
六
人
は
全
滅
、
二
階
（
五
教
室
使
用
）
の
三
六
人
は
三
一
人
が
死
亡
し
、

五
人
が
助
か
り
、
防
空
壕
作
業
の
一
七
人
は
六
人
が
死
亡
、
一
一
人
が
助
か

っ
た
が
う
ち
二
名
は
放
射
能
障
害
の
症
状
を
示
し
た
。」

と
い
う
未
曾
有

(11)

の
被
害
が
あ
っ
た
場
所
で
、
当
時
児
童
は
隣
組
学
習
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
地

域
で
一
四
〇
〇
名
あ
ま
り
が
亡
く
な
っ
た
と
い
う
が
、
現
代
に
お
い
て
も
そ

の
詳
細
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
（
村
上
美
奈
子
（
二
〇
二
三
）
を
参
照
さ
れ
た

い
）

。
原
爆
被
害
に
よ
り
児
童
数
が
著
し
く
減
少
し
た
た
め
、
廃
校
が
検

(12)

討
さ
れ
た
が
、
地
域
の
運
動
に
よ
り
休
校
と
な
り
、
一
九
四
八
年
に
復
校
、

そ
の
後
被
爆
校
舎
を
利
用
可
能
な
部
分
は
再
利
用
し
な
が
ら
、
学
校
を
復
興

さ
せ
る
。
一
九
八
〇
年
以
降
、
校
舎
の
老
朽
化
部
分
の
解
体
と
新
校
舎
建
築

が
進
む
が
、
地
域
の
保
存
要
望
に
よ
り
現
存
部
分
の
保
存
が
決
定
し
、
一
九
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九
九
年
に
は
児
童
の
発
案
に
基
づ
き
、
保
存
校
舎
を
「
城
山
小
学
校
平
和
祈

念
館
」
と
し
て
開
館
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
一
三
年
に
は
国
登
録
記
念
物
「
長

崎
原
爆
遺
跡
（
旧
城
山
国
民
学
校
校
舎
）
」
と
な
り
、
二
〇
一
六
年
に
は
長
崎

原
爆
遺
跡
が
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

長
崎
原
爆
遺
跡
は
、
史
跡
指
定
後
に
保
存
活
用
計
画
や
整
備
基
本
計
画
を

策
定
し
、
両
計
画
に
旧
城
山
国
民
学
校
校
舎
の
保
存
整
備
を
盛
り
込
ん
で
い

る
。
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
長
崎
市
は
令
和
二
年
度
か
ら
旧
城
山
国
民
学
校

校
舎
の
耐
震
性
能
の
調
査
を
実
施
し
、
耐
震
性
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
保
存
整
備
事
業
と
し
て
基
本
設
計
と
実
施
設
計

業
務
を
行
な
っ
て
い
る
。
順
調
に
設
計
が
進
め
ば
、
令
和
七
年
度
以
降
に
保

存
修
理
工
事
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
内
部
の
展
示
の
見
直

し
を
検
討
し
て
い
る
。

展
示
の
見
直
し
に
あ
た
り
、令
和
五
年
度
に
は
展
示
基
本
計
画
を
作
成
し
、

基
本
的
な
方
向
性
や
各
フ
ロ
ア
で
の
展
示
の
大
ま
か
な
内
容
を
定
め
、
そ
れ

に
即
し
て
展
示
内
容
の
調
査
研
究
を
実
施
し
て
い
る
。
本
項
で
は
、
調
査
に

よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
の
う
ち
二
〇
二
四
年
時
点
で
筆
者
が
展
示
で
き

な
い
か
個
人
的
に
温
め
て
い
る
内
容
を
記
載
す
る
。
な
お
、
展
示
見
直
し
に

際
し
、
展
示
内
容
の
具
体
に
つ
い
て
未
だ
決
定
事
項
は
な
く
、
本
項
で
記
載

し
た
内
容
に
つ
い
て
展
示
が
決
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
申
し
添
え

る
。ま

ず
、
令
和
五
年
度
に
作
成
し
た
展
示
基
本
計
画
の
う
ち
、
重
要
な
部
分

を
記
述
す
る
。
ま
ず
展
示
の
柱
は
「
被
爆
し
た
実
物
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
最
大

限
活
か
し
、
校
舎
自
体
を
魅
せ
る
（
見
せ
る
）
展
示
」
で
あ
る
。
史
跡
内
建

造
物
で
展
示
を
す
る
意
味
を
規
定
す
る
も
の
で
、
建
物
自
体
を
主
要
な
展
示

物
と
し
、
展
示
は
史
跡
の
価
値
を
理
解
す
る
た
め
の
副
次
的
な
も
の
と
い
う

位
置
付
け
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
学
校
・
教
育
と
の
つ
な
が
り
、
城
山
小
学

校
内
に
あ
る
こ
と
の
強
み
を
活
か
し
た
展
示
」、
被
爆
校
舎
の
歴
史
の
伝
え

方
と
し
て
「
創
設
か
ら
現
在
ま
で
の
歴
史
は
単
な
る
建
物
史
で
は
な
い
。
教

師
や
児
童
た
ち
、
地
域
の
方
々
が
平
和
へ
の
願
い
を
積
み
重
ね
て
き
た
歩
み

で
あ
る
こ
と
、
そ
う
し
た
思
い
の
結
晶
と
し
て
の
被
爆
校
舎
で
あ
る
こ
と
を

伝
え
る
。」
と
し
た
。

展
示
内
容
の
見
直
し
に
あ
た
り
、
令
和
六
年
度
は
、
旧
城
山
国
民
学
校
に

関
す
る
資
料
調
査
と
資
料
提
供
の
呼
び
か
け
、
原
爆
資
料
館
蔵
映
像
、
画
像

資
料
の
調
査
（
史
跡
指
定
時
の
調
査
の
延
長
線
）
、
文
献
資
料
等
の
調
査
（
記

念
誌
、
長
崎
の
証
言
、
原
爆
災
害
調
査
報
告
、『
閃
光
の
下
』
か
ら
）
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
項
で
は
、
旧
城
山
国
民
学
校
の
敷
地
内
で
実
際
に
被
爆
し
た
教
職
員
に

つ
い
て
取
り
上
げ
る
。
基
本
的
な
資
料
は
卜
部
ほ
か
「
長
崎
市
城
山
国
民
学

校
建
築
物
内
に
お
け
る
災
害
調
査
」
附
記
荒
川
秀
男
、
と
朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
編

集
部
『
閃
光
の
下
か
ら
』
で
あ
る
。
資
料
の
性
質
に
つ
い
て
概
略
を
記
載
す

る
。
卜
部
ほ
か
の
原
書
は
『
原
爆
災
害
調
査
報
告
集
』

に
所
収
の
論
文
で

(13)

あ
り
、
こ
れ
に
荒
川
秀
男
（
被
爆
当
時
の
教
頭
）
が
伏
字
を
補
い
、
所
見
を

書
き
加
え
た
も
の
で
、
長
崎
市
立
城
山
小
学
校
編
『
平
和
』
原
爆
被
爆
三
〇

周
年
祈
念
、
一
九
七
六
年
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
閃
光
の
下
か
ら
』
は
朝

日
ソ
ノ
ラ
マ
編
集
部
が
、
城
山
小
学
校
の
直
接
、
も
し
く
は
間
接
の
関
係
者

一
〇
〇
人
以
上
か
ら
話
を
聞
き
、
城
山
小
学
校
の
佐
野
勝
次
校
長
（
当
時
）

か
ら
資
料
類
の
提
供
を
受
け
制
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
あ
と
が
き
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
謝
辞
を
見
て
も
、
錚
々
た
る
面
々
が
協
力
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
よ
く
わ
か
る
。

筆
者
が
着
目
し
た
の
は
木
下
ク
ニ
子
（
教
員
）
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
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卜
部
ほ
か

の
第
二
表
に
は
、「
２
／
Ⅸ
死
亡
、
背
、
腰
に
大
な
る
熱
傷
あ

(14)

り
、
熱
傷
死
か
も
し
れ
ぬ
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
同
じ
文
献
の
荒
川
秀
男

が
附
記
し
て
い
る
内
容

で
は
、「
木
下
先
生
も
、
校
長
室
で
被
爆
さ
れ
、

(15)

右
側
の
窓
か
ら
の
爆
風
と
、
爆
熱
に
よ
っ
て
、
後
頭
部
に
骨
が
見
え
る
程
の

ひ
ど
い
硝
子
の
破
片
に
よ
る
爆
傷
と
、
背
と
腰
の
右
半
身
に
広
い
熱
傷
を
う

け
ら
れ
ま
し
た
。
其
後
、
運
動
場
西
側
の
学
校
の
防
空
壕
で
（
荒
川
、
村
上
、

北
村
先
生
と
四
人
一
緒
に
）
９
～
１
０
～
１
１
日
を
す
ご
し
ま
し
た
が
、
１

１
日
に
な
っ
て
も
救
護
の
手
も
な
く
、
水
も
呑
ま
ず
、
何
も
食
べ
な
い
状
況

で
し
た
。
そ
こ
で
仕
方
な
く
１
１
日
の
昼
頃
、
４
名
が
一
緒
に
防
空
壕
を
這

う
よ
う
に
脱
出
し
、
学
校
の
裏
門
の
横
の
救
護
所
に
行
き
ま
し
た
。
先
生
は
、

そ
の
日
の
夕
刻
捜
し
に
こ
ら
れ
た
姉
さ
ん
に
助
け
ら
れ
て
帰
宅
さ
れ
ま
し
た

が
、
後
頭
部
の
傷
の
た
め
、
あ
お
む
け
に
寝
ら
れ
ず
、
う
つ
伏
に
寝
た
ま
ま

苦
痛
に
う
め
き
、
悲
痛
に
も
１
５
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
と
聞
き
ま
す
」
と
あ

る
。

図10 木下クニ子先生

図

は
、
長
崎
市
立
城
山
小
学
校
『
原
爆
被
災

城
山
国
民
学
校
』（
城
山

10
小
学
校
蔵
）

に
収
録
さ
れ
て
い
る
木
下
ク
ニ
子
の
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
顔
写

(16)

真
は
二
〇
二
四
年
現
在
、
旧
城
山
国
民
学
校
校
舎
内
で
展
示
さ
れ
て
い
る
も

の
と
同
一
で
あ
る
。
記
述
を
読
む
と
、
卜
部
ほ
か
の
記
載
よ
り
、
簡
略
な
も

の
で
、
死
亡
日
の
記
載
も
な
い
。
読
み
方
に
よ
っ
て
は
、
八
月
一
一
日
の
夕

方
に
家
に
帰
り
、
同
日
亡
く
な
っ
た
と
読
め
る
。

こ
の
よ
う
に
、
同
一
人
物
の
被
爆
に
関
す
る
記
述
で
あ
っ
て
も
、
記
述
の

質
、
量
及
び
内
容
に
つ
い
て
資
料
間
で
相
違
が
あ
る
。
関
連
資
料
を
調
査
す

る
こ
と
で
、
城
山
国
民
学
校
の
教
職
員
の
被
爆
後
の
情
報
を
さ
ら
に
明
ら
か

に
し
、
最
終
的
に
は
、
観
覧
者
が
自
分
に
引
き
付
け
て
、
城
山
小
学
校
に
お

け
る
原
爆
被
爆
の
状
況
や
、
一
人
ひ
と
り
の
被
害
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

展
示
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
ず
基
本
的
な
資
料
で
あ
る
朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
『
閃
光
の
下
で
』

よ
り
、

(17)

木
下
ク
ニ
子
に
関
す
る
記
述
を
あ
げ
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
被
爆
直
前

に
つ
い
て「
荒
川
教
頭
は
畳
干
し
を
手
伝
う
つ
も
り
で
運
動
場
ま
で
来
た
が
、

小
河
原
シ
ゲ
ノ
か
ら
呼
び
止
め
ら
れ
、
相
談
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
嶋
村

ス
ミ
子
、
木
下
ク
ニ
子
と
と
も
に
校
長
室
へ
引
返
し
た
」。
そ
こ
で
、
宿
直

勤
務
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
い
る
が
そ
の
際
、「
若
い
嶋
村
、
木
下
は
「
宿

直
は
若
い
職
員
に
ま
か
せ
て
お
い
て
ほ
し
い
家
族
を
守
る
仕
事
は
、
国
を
守

る
こ
と
と
同
じ
で
は
な
い
か
」
と
反
論
す
る
」

と
あ
り
、
責
任
感
の
強
い

(18)

一
面
、
及
び
当
時
の
時
局
柄
の
自
己
の
役
割
を
意
識
し
た
発
言
を
し
て
い
た

こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
被
爆
直
後
の
状
況
に
つ
い
て
は
、「
血
だ
る
ま

の
よ
う
な
江
頭
親
子
が
階
段
の
下
に
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
と
、
荒
川
が
顔
に

火
傷
を
負
っ
て
、
誰
と
見
分
け
も
つ
か
な
い
女
性
を
二
人
、
左
右
に
抱
え
る

よ
う
に
し
て
目
の
前
の
廊
下
を
通
り
過
ぎ
て
い
っ
た
。」「
こ
の
二
人
の
女
性
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は
木
下
ク
ニ
子
と
嶋
村
ス
ミ
エ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
確
証
は
な
い
。」

。
(19)

そ
の
後
、
翌
日
の
出
来
事
と
し
て
、
体
調
不
良
で
自
宅
で
被
爆
し
た
吉
野
レ

イ
子
が
学
校
の
こ
と
が
気
に
な
り
城
山
国
民
学
校
に
来
た
際
「
校
庭
の
防
空

壕
を
の
ぞ
く
と
、
報
国
隊
の
学
徒
ら
の
間
に
混
っ
て
木
下
ク
ニ
子
が
い
た
。「
吉

野
さ
ん
は
休
ん
で
よ
か
っ
た
ね
。
私
の
顔
は
変
に
な
っ
た
や
ろ
」「
木
下
先
生

は
ほ
か
の
人
に
く
ら
べ
て
、
ま
だ
よ
か
た
い
。
ほ
か
の
人
た
ち
は
も
っ
と
ひ

ど
か
」「
水
が
飲
み
た
い
」「
後
か
ら
来
る
け
ん
ね
」」

と
や
り
と
り
が
あ
っ

(20)

た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
十
一
日
の
昼
ご
ろ
に
な
っ
て
、

荒
川
は
壕
を
出
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
こ
の
ま
ま
で
は
本
当
に
死
ん
で
し
ま

う
よ
う
な
気
が
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
村
上
、
木
下
、
北
村
の
三
人
は
、

「
動
き
た
く
な
い
」
と
い
い
は
っ
た
が
、
な
だ
め
す
か
し
て
よ
う
や
く
連
れ

出
し
、
現
在
城
山
第
二
公
園
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
救
護
所
へ
行

っ
た
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
後
の
木
下
ク
ニ
子
の
足
取
り
は
記
載
さ
れ

て
い
な
い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
従
来
の
木
下
ク
ニ
子
に
関
す
る
被
爆
状
況

の
記
述
は
荒
川
秀
男
の
体
験
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
二
人
が
別
れ
た
一
一

日
以
降
記
述
が
手
薄
な
の
は
、
こ
れ
に
起
因
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

荒
川
秀
男
自
身
が
被
爆
に
よ
り
重
傷
を
負
い
、
長
期
の
療
養
を
要
し
、
一
時

期
は
生
死
の
境
を
さ
ま
よ
う
ほ
ど
で
あ
っ
た
た
め
、
多
少
の
証
言
の
異
同
は

致
し
方
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

調
査
が
進
展
し
た
の
は
、
秋
月
辰
一
郎
『
長
崎
原
爆
記
』
の
以
下
の
文
章

を
注
目
し
て
か
ら
で
あ
る
。「
木
下
家
で
は
、
大
き
な
商
店
も
住
宅
も
、
す

べ
て
壊
れ
て
い
た
。
そ
の
倒
壊
し
た
家
の
柱
や
梁
の
間
に
、
板
張
り
が
わ
ず

か
に
残
っ
て
、
木
下
伊
勢
松
さ
ん
が
頭
部
負
傷
で
寝
て
い
た
。（
中
略
）
木

下
さ
ん
は
浦
上
教
会
の
宿
老
で
あ
る
。
地
主
で
あ
り
、
商
売
も
繁
盛
し
て
い

た
、
運
命
の
急
変
に
気
力
を
失
っ
た
の
か
、
傷
の
痛
み
に
衰
え
た
の
か
。
い

や
、
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
彼
は
二
人
の
子
供
の
消
息
安
否
を
心
配
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
兄
の
方
は
浦
上
第
一
病
院
に
い
て
全
身
火
傷
で
瀕
死
の
苦
悶
中
、

娘
さ
ん
は
城
山
小
学
校
の
教
師
で
あ
る
が
、
ま
だ
行
方
不
明
で
あ
る
。」

。
(21)

城
山
国
民
学
校
に
木
下
姓
の
女
性
教
師
は
、
木
下
ク
ニ
子
し
か
い
な
い
。
さ

ら
に
記
述
を
追
う
と
、「
木
下
家
の
娘
さ
ん
で
城
山
小
学
校
の
教
師
を
つ
と
め

て
い
た
人
が
、
ガ
ラ
ス
創
を
背
中
に
う
け
て
気
息
え
ん
え
ん
、
泥
ま
み
れ
に

な
っ
て
帰
っ
て
き
た
。
被
爆
後
三
日
目
の
こ
と
で
あ
る
。
私
は
背
中
を
診
た
。

背
中
一
面
に
ガ
ラ
ス
片
が
無
数
に
つ
き
刺
さ
っ
て
い
た
。
一
セ
ン
チ
直
径
、

二
セ
ン
チ
直
径
の
三
角
、
四
角
の
ガ
ラ
ス
片
が
五
十
個
、
六
十
個

―
数
え

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
突
き
刺
さ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ガ
ラ
ス
片
の
鋭
角
が

皮
膚
を
通
し
、
筋
肉
を
貫
い
て
刺
さ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ピ
ン
セ
ッ
ト

で
ガ
ラ
ス
片
を
摘
む
。
引
き
抜
こ
う
と
し
た
が
抜
け
な
い
。
力
い
っ
ぱ
い
引

っ
張
っ
て
、
か
ろ
う
じ
て
一
個
の
ガ
ラ
ス
片
が
取
れ
る
。
そ
れ
ほ
ど
、
ガ
ラ

ス
片
は
筋
肉
の
中
に
食
い
入
っ
て
い
る
。
私
は
こ
ん
な
に
深
く
筋
肉
の
中
に

食
い
入
っ
て
い
る
異
物
創
は
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。（
中
略
）
彼

女
は
、
痛
み
と
疲
れ
と
衰
弱
で
「
も
う
や
め
て
下
さ
い
」
と
い
う
。
十
個
も

抜
い
た
ろ
う
か
。
残
り
は
ま
だ
無
数
、
背
中
一
面
、
ガ
ラ
ス
で
あ
る
。」

「
木

(22)

下
さ
ん
の
娘
さ
ん
の
背
中
に
は
、
ガ
ラ
ス
片
が
螺
鈿
細
工

の
貝
殻
を
は
め

(23)

込
ん
だ
よ
う
に
め
り
こ
ん
で
い
る
。
百
個
以
上
で
あ
ろ
う
。
筋
肉
深
く
入
り

込
ん
で
、
も
う
三
日
間
処
置
す
る
が
、
摘
出
し
て
い
な
い
も
の
が
多
い
。
こ

の
ガ
ラ
ス
創
も
、
創
面
の
肉
芽
の
出
血
が
少
な
く
、
奇
妙
に
ひ
か
ら
び
て
き

た
。
患
者
も
大
声
を
あ
げ
る
元
気
も
な
く
な
っ
た
」。
こ
れ
以
降
、
秋
月
は

木
下
ク
ニ
子
に
関
し
て
述
べ
て
い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
直
接
城
山
国
民
学
校
に
関
連
し
た
文
献
と
し
て
認
識
さ
れ

て
い
な
い
資
料
を
通
じ
て
、
学
校
に
残
さ
れ
て
い
る
資
料
以
上
の
こ
と
は
明
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ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
木
下
ク
ニ
子
の
人
柄
に
つ
い
て
わ
か
っ
た
部
分
は

少
な
く
、
展
示
を
作
る
実
務
者
と
し
て
は
こ
の
内
容
で
は
調
査
成
果
が
乏
し

い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
調
査
を
継
続
し
て
展
示
に
繋
げ
ら
れ
る
か
、
ど

の
時
点
か
で
見
切
り
を
つ
け
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

こ
こ
に
は
引
用
し
て
い
な
い
が
、
秋
月
は
木
下
家
全
体
に
つ
い
て
記
述
し
て

お
り
、
木
下
ク
ニ
子
の
八
月
一
一
日
以
降
の
様
子
だ
け
で
な
く
、
家
族
の
背

景
や
生
業
、
縁
戚
、
信
仰
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
分
析
し
て
い
く
こ
と
は
今
後
の
課
題
と
な
る
。

本
項
の
冒
頭
で
述
べ
た
と
お
り
、
城
山
国
民
学
校
は
長
崎
原
爆
を
語
る
上

で
欠
か
せ
な
い
場
所
で
あ
る
が
、
そ
の
場
所
を
語
り
継
ぐ
上
で
欠
か
せ
な
い

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
は
「
荒
川
秀
男
」
で
あ
る
。
荒
川
は
城
山
国
民
学
校
で
生
き

残
っ
た
四
人
の
教
職
員
の
う
ち
最
上
席
で
あ
り
、
昭
和
二
一
年
に
城
山
国
民

学
校
が
休
校
に
な
っ
た
際
に
異
動
し
た
も
の
の
、
昭
和
三
二
年
か
ら
城
山
小

学
校
に
校
長
と
し
て
勤
務
し
、
の
ち
に
慰
霊
会
会
長
と
し
て
も
尽
力
し
た
。

そ
し
て
、
自
ら
の
体
験
を
も
と
に
被
爆
死
し
た
教
職
員
の
被
爆
状
況
の
基
礎

資
料
を
ま
と
め
た
点
で
も
残
し
た
足
跡
は
大
き
い
。
地
元
と
の
関
わ
り
が
深

い
ほ
ど
、
尊
敬
を
集
め
て
い
る
荒
川
秀
男
の
業
績
に
批
判
的
検
討
を
加
え
る

の
は
憚
ら
れ
る
部
分
が
あ
る
。
と
は
い
え
荒
川
秀
男
が
「
昭
和
二
十
年
の
六

月
か
ら
、
城
山
小
学
校
の
教
頭
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
」

と
書
き
残
し
て

(24)

い
る
こ
と
、
同
月
か
ら
隣
組
学
習
を
開
始
し
、
児
童
は
学
校
に
登
校
し
て
お

ら
ず
、
教
員
は
地
域
に
出
向
い
て
児
童
の
勉
強
を
指
導
し
て
い
た
こ
と
を
考

え
る
と
、
荒
川
が
直
接
城
山
国
民
学
校
の
児
童
と
接
し
た
時
間
や
教
職
員
と

接
し
た
時
間
は
限
ら
れ
て
い
た
。
荒
川
秀
男
が
残
し
た
資
料
の
重
要
性
を
認

め
つ
つ
、
そ
れ
以
外
の
資
料
か
ら
多
角
的
に
検
討
し
、
批
判
し
、
新
た
な
知

見
を
加
え
て
い
く
こ
と
で
、
城
山
国
民
学
校
に
お
い
て
生
じ
た
惨
事
を
少
し

で
も
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
荒
川
秀
男
の
遺
志
に
沿
え
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

六

調
査
検
討
に
役
に
立
つ
ツ
ー
ル

長
崎
市
が
原
爆
被
爆
に
関
す
る
記
述
を
す
る
際
に
、
底
本
と
し
て
用
い
る

も
の
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

『
長
崎
原
爆
戦
災
誌
』
第
一
巻
（
総
説
編
）
長
崎
国
際
文
化
会
館
、
一
九

七
七
年

『
長
崎
原
爆
戦
災
誌
』
第
二
巻
（
地
域
編
）
長
崎
国
際
文
化
会
館
、
一
九

七
九
年

『
長
崎
原
爆
戦
災
誌
』
第
三
巻
（
続
・
地
域
編

終
戦
前
後
編
）
長
崎
国
際

文
化
会
館
、
一
九
八
五
年

『
長
崎
原
爆
戦
災
誌
』
第
四
巻
（
学
術
編
）
長
崎
国
際
文
化
会
館
、
一
九

八
四
年

『
長
崎
原
爆
戦
災
誌
』
第
五
巻
（
資
料
編
）
長
崎
国
際
文
化
会
館
、
一
九

八
三
年

『
長
崎
原
爆
戦
災
誌
』
第
一
巻
（
総
説
編
）
改
訂
版
、
長
崎
市
、
二
〇
〇

六
年

『
原
爆
被
災
復
元
調
査
事
業
報
告
書
』
長
崎
市
長
崎
国
際
文
化
会
館
原
爆

資
料
課
、
一
九
七
五
年

『
碑
は
訴
え
る
』
長
崎
市
、
一
九
八
六
年

『
米
国
戦
略
爆
撃
調
査
団
報
告
書
』（
翻
訳
）
長
崎
国
際
文
化
会
館
、
一

九
九
六
年

『
被
爆
建
造
物
等
の
記
録
』
長
崎
市
、
一
九
九
六
年
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長
崎
市
刊
行
物
は
学
術
的
な
レ
ベ
ル
に
は
な
く
、
伝
聞
の
集
成
で
あ
る
こ

と
か
ら
資
料
と
も
言
い
難
い
面
も
あ
る
が
、
先
行
研
究
が
乏
し
い
場
合
や
関

連
資
料
や
視
点
の
糸
口
が
見
出
せ
な
い
場
合
に
有
用
で
あ
る
。
ま
た
、
公
開

さ
れ
て
い
る
情
報
で
被
爆
体
験
を
読
み
解
く
上
で
役
に
立
つ
も
の
を
い
く
つ

か
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

地
理
院
地
図
（
距
離
の
計
測
、
地
形
の
断
面
作
成
な
ど
）

長
崎
港
の
変
遷
（
長
崎
経
済
同
友
会
制
作
）

今
昔
マ
ッ
プon

the
w

eb
(25)

こ
の
よ
う
な
資
料
は
筆
者
が
実
務
に
際
し
て
、
被
爆
資
料
、
原
爆
遺
跡
の

調
査
、
被
爆
者
の
体
験
の
聞
き
取
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
利
用
し
て

い
る
が
、
研
究
活
動
に
際
し
て
も
有
用
な
も
の
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
特

に
、
調
査
研
究
に
あ
た
り
被
爆
者
の
体
験
を
聞
く
際
に
は
、
こ
の
よ
う
な
基

礎
資
料
や
公
開
さ
れ
て
い
る
情
報
に
十
分
精
通
し
て
お
く
と
、
よ
り
深
い
調

査
研
究
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

七

む
す
び
に

長
崎
原
爆
資
料
館
の
資
料
は
多
く
の
人
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
保
存
活
用

さ
れ
て
き
た
。
遺
品
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
元
所
有
者
が
お
ら
れ
、
そ
の
遺
族
が

大
切
に
守
っ
て
き
た
歴
史
を
受
け
継
い
で
い
る
。
写
真
は
被
爆
者
の
手
に
よ

っ
て
調
査
研
究
の
手
法
が
あ
み
だ
さ
れ
、
そ
れ
が
被
爆
体
験
の
な
い
世
代
に

受
け
継
が
れ
て
い
る
。原
爆
遺
跡
の
調
査
研
究
は
、遺
跡
を
守
っ
て
き
た
人
々

の
思
い
を
受
け
取
る
こ
と
が
原
点
に
あ
り
、
遺
跡
と
な
る
前
の
市
民
生
活
に

思
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
文
字
に
す
る
と
当
り
前
の
こ
と
を
書

い
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
見
過
ご
さ
れ
が
ち
な
部
分
で
も
あ
る
。
原
爆
資

料
か
ら
情
報
を
読
み
取
る
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
あ
っ
た
一
人
一
人
の
生
活

に
迫
っ
て
い
く
こ
と
、
こ
れ
が
原
爆
資
料
館
の
資
料
の
保
存
と
活
用
の
目
的

で
あ
り
、
こ
れ
は
原
爆
と
い
う
分
野
で
実
務
、
研
究
に
携
わ
る
全
て
の
人
々

が
原
点
に
持
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
記
述
し
筆
を
擱
く
。

謝
辞本

稿
は
、
二
〇
二
四
年
一
〇
月
二
〇
日
に
長
崎
原
爆
資
料
館
で
行
わ
れ
た

原
爆
文
学
研
究
会
に
て
報
告
し
た
内
容
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

貴
重
な
報
告
の
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
福
岡
大
学
人
文
学
部
の
中
野
和

典
教
授
に
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。

本
稿
の
内
容
の
一
部
はJSPS

科
研
費

JP21K
12601

の
助
成
を
受
け
た

も
の
で
あ
る
。

注

https://city-nagasaki-a-bom
b-m

useum
-db.jp/

1

https://artsandculture.google.com
/partner/nagasaki-atom

ic-bom
b-m

useum
?

2hl=ja奥
野
正
太
郎
「
米
国
国
立
公
文
書
館
収
集
資
料
か
ら
み
る
ナ
ガ
サ
キ
」『
平
和

3
文
化
研
究
』
第
三
八
集
、
長
崎
総
合
科
学
大
学
長
崎
平
和
文
化
研
究
所
、
二
〇

一
八
年

本
来
、
氏
も
し
く
は
敬
称
略
が
文
中
表
現
と
し
て
適
切
で
あ
る
が
、
写
真
資

4
料
の
み
な
ら
ず
、
被
爆
前
の
日
常
生
活
や
地
域
の
営
み
、
原
爆
被
害
に
関
す
る

知
識
や
視
点
、
思
考
な
ど
大
き
な
財
産
を
与
え
て
く
だ
さ
っ
た
深
堀
好
敏
さ
ん

へ
の
敬
愛
を
こ
め
て
、
以
後
も
「
さ
ん
」
を
つ
け
て
呼
称
す
る
。

ソ
連
軍
が
撮
影
し
た
長
崎
の
原
爆
被
害
の
状
況
（
一
九
四
五
年
九
月
撮
影
と

5
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み
ら
れ
る
）
に
は
、
明
瞭
に
現
地
ガ
イ
ド
が
映
り
込
ん
で
い
る

長
崎
市
編
さ
ん
『
長
崎
原
爆
戦
災
誌
』
第
二
巻
地
域
編

長
崎
国
際
文
化
会

6
館
、
一
九
七
九
年
、
九
〇
三
ペ
ー
ジ

奥
野
正
太
郎
「
長
崎
要
塞
に
お
け
る
写
真
撮
影
の
状
況
～
小
川
虎
彦
写
真
を

7
軸
と
し
て
～
」
『
平
和
文
化
研
究
』
第
三
八
集
、
長
崎
総
合
科
学
大
学
長
崎
平

和
文
化
研
究
所
、
二
〇
二
三
年

岡
林
隆
敏
「
古
写
真
に
見
る
長
崎
外
国
人
居
留
地
建
設
と
近
代
都
市
形
成
」

8
岡
林
隆
敏
、
林
一
馬
『
長
崎
古
写
真
集

―
居
留
地
編

―
』
長
崎
市
教
育
委

員
会
編
、
一
九
九
五
年

遠
藤
芳
信
「
要
塞
地
帯
法
の
成
立
と
治
安
体
制
（
Ⅰ
）

―
一
八
九
九
年
要

9
塞
地
帯
法
の
成
立
過
程
を
中
心
に

―
」
『
北
海
道
教
育
大
学
紀
要
』
第
五
一

巻
第
一
号
、
二
〇
〇
〇
年

中
野
和
典
「
教
科
書
と
「
原
爆
文
学
」
Ⅱ

―
林
京
子
「
友
よ
」
を
中
心
に

―
」

10
『
原
爆
文
学
研
究
』
第
二
〇
号
、
二
〇
二
二
年

長
崎
原
爆
資
料
館
編
集
『
長
崎
原
爆
戦
災
誌
』
第
一
巻
総
説
編
改
訂
版

長

11
崎
市
、
二
〇
〇
六
年

村
上
美
奈
子
「
城
山
小
学
校
の
殉
難
児
童
を
捜
し
て
」『
原
爆
文
学
研
究
』
第

12
二
一
号
、
二
〇
二
三
年

日
本
学
術
会
議
原
子
爆
弾
災
害
調
査
報
告
書
刊
行
委
員
会
編
『
原
子
爆
弾
災

13
害
調
査
報
告
集
』
第
一
分
冊
、
一
九
五
三
年
、
四
八
六
ペ
ー
ジ
、
卜
部
美
代
志
、

大
橋
茂
、
上
田
秀
男
、
袴
田
三
郎
、
二
階
堂
惣
四
郎
「
原
子
爆
弾
災
害
調
査
（
２
）

長
崎
市
城
山
国
民
学
校
建
築
物
な
い
に
お
け
る
災
害
調
査
」

卜
部
ほ
か
七
ペ
ー
ジ
、長
崎
市
立
城
山
小
学
校
原
爆
殉
難
者
慰
霊
会
発
行
『「
平

14
和
」
被
爆
七
十
周
年
記
念
誌
』
二
〇
一
八
年
所
収

卜
部
ほ
か
一
五
ペ
ー
ジ
、
前
掲
書

15

未
刊
行

16

朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
編
集
部
編
『
閃
光
の
下
か
ら

昭
和
二
十
年
長
崎
城
山
国
民

17
学
校
の
記
録
』
一
九
七
〇
年
、
二
三
ペ
ー
ジ

朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
編
集
部
編
『
閃
光
の
下
か
ら

昭
和
二
十
年
長
崎
城
山
国
民

18
学
校
の
記
録
』
一
九
七
〇
年
、
二
三
ペ
ー
ジ

朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
編
集
部
編
『
閃
光
の
下
か
ら

昭
和
二
十
年
長
崎
城
山
国
民

19
学
校
の
記
録
』
一
九
七
〇
年
、
四
一
ペ
ー
ジ

朝
日
ソ
ノ
ラ
マ
編
集
部
編
『
閃
光
の
下
か
ら

昭
和
二
十
年
長
崎
城
山
国
民

20
学
校
の
記
録
』
一
九
七
〇
年
、
六
二
ペ
ー
ジ

秋
月
辰
一
郎
『
長
崎
原
爆
記
』
株
式
会
社
弘
文
堂
、
一
九
六
六
年
、
三
九
ペ
ー

21
ジ

秋
月

辰
一
郎
『
長
崎
原
爆
記
』
株
式
会
社
弘
文
堂
、
一
九
六
六
年
、
五
五
ペ
ー

22
ジ

秋
月

辰
一
郎
『
長
崎
原
爆
記
』
株
式
会
社
弘
文
堂
、
一
九
六
六
年
、
七
二
ペ
ー

23
ジ

「
思
い
出
」『
創
立
四
十
周
年
記
念
誌
』
長
崎
市
立
城
山
小
学
校
、
一
九
六
三

24
年

時
系
列
地
形
図
閲
覧
サ
イ
ト
「
今
昔
マ
ッ
プ

on
the

w
eb

」（(

Ｃ)

谷

謙
二
）

25https://ktgis.net/kjm
apw

/

（
最
終
閲
覧
日
二
〇
二
五
年
一
月
二
〇
日
）


